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平 成３０年６月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ６月２２日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 新たな奈良県総合医療センターの開院について 知 事

新たな奈良県総合医療センターが５月１日に開院した

が、開院後の運営状況はどうか。

（２３番） ２ 「第３期医療費適正化計画」にも掲げられた県民の健康づ 知 事

安井 宏一 くりについて

(自由民主党)

【一括質問】 県では健康寿命を延伸し、また医療費適正化にもつなが

る県民の健康づくりについて、どのように取り組むのか伺

いたい。

３ 刑務所出所者等の再犯防止に向けた取組について 知 事

刑務所出所者等の社会復帰には地方の役割が重要と考え

るが、県ではどのように考え、再犯防止に向けて取り組む

のか。その中でも、雇用の促進が必要と考えるが、今後ど

のように取り組もうとしているのか。

４ 観光プロモーション事業の展開について 知 事

本年１０月に、約３００年ぶりに迎える興福寺中金堂落

慶を契機とし、観光客を増やすとともに奈良での滞在時間

を延ばすための観光プロモーションをどのように展開して

いこうと考えているのか。

５ 県立高等学校の適正化について 教 育 長

県立高等学校適正化実施計画案について、計画期間であ

るこれから１０年間の教育において、どのような力を本県

の県立高等学校で学ぶ生徒に身に付けさせようとしている

のか、計画の骨格となる理念や考え方を伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 県職員の働き方改革について 知 事

県の役割が今後も増大する中で、必要な行政課題に職員

を適正に配置した上で、組織として最大限の成果を上げる

ためには、働き方改革を積極的に推進する必要があると考

（４０番） えるが、今後、どのように取り組むのか。

中村 昭

(自民党奈良) ２ 介護保険制度の持続的な運営について 知 事

【一括質問】

介護サービスを必要とする高齢者が確実にサービスを受

けられるよう、介護保険制度の持続的な運営について、県

としてどのように取り組んでいくのか、介護サービスの提

供を支える介護人材の確保の取組を含めて伺いたい。

３ スポーツの推進について 知 事

スポーツ推進計画の基本目標である「だれもが、いつで

も、どこでもスポーツに親しめる環境づくり」の実現に向

けて、どのように進めて行くのか。

４ 県立高等学校の適正化について 教 育 長

（１）「県立高等学校適正化実施計画」の中で、特に先進的で

新しい国際高校とは、具体的にどのような高校なのか、そ

の内容について伺いたい。

（２）社会とつながる実学教育を推進するとは、具体的には、

どのような形で進めようとしているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 奈良県庁の橿原市周辺への移転について 知 事

先の２月定例県議会において、「奈良県庁の橿原市周辺

への移転を求める決議～「還都 飛鳥・藤原京」の実現に

向けて～」が可決されたが、これを踏まえ、県庁の橿原市

（３２番） 周辺への移転について、知事の所見を伺いたい。

山本 進章

(創生奈良) ２ （仮称）奈良県国際芸術家村と県内の文化施設との連携に 知 事

【一括質問】 ついて

（仮称）奈良県国際芸術家村と県内の文化施設との連携

についてどのように考えているのか。特に橿原考古学研究

所附属博物館と万葉文化館の今後の展開について、知事の

所見を伺いたい。

３ 漢方のメッカ推進プロジェクトについて 知 事

漢方のメッカ推進プロジェクトをどのような思いで立ち

上げられて、約５年間取り組まれ、どのような成果が得ら

れたのか。また、それを踏まえて今後、どのような取組を

されていくのか。

１ 国民健康保険の県単位化に伴う問題について 知 事

（１）市町村独自の法定外繰入を認めると同時に、県としても

保険料抑制のための独自の取組を行うべきではないか。ま

た、国に対しても応分の財政支援を求めるべきと考えるが

（３０番） どうか。

宮本 次郎

(日本共産党) （２）各市町村は、県が医療給付費等を所得総額、被保険者

【一括質問】 数、世帯数に基づき市町村に振り分けた金額を「国民健康

保険事業費納付金」として納めるが、この納付金はあくま

で推計に基づくもので、実際の事業結果とは乖離するた

め、年度終了後の実績をもとに翌年度に納付金を精算する

べきではないか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３０番） （３）各市町村の納付金は、その市町村の過去３ヶ年の保険料

宮本 次郎 平均収納率を乗じて算定されているが、市町村の収納率に

(日本共産党) は差があり、収納率が低い都市部は負担が軽く、収納率が

高い郡部の負担が重いのは不公平感があると考えるがどう

か。

２ 京奈和自動車道大和北道路について 知 事

世界遺産を破壊し、県民に膨大な費用負担を押しつけ、

実際の需要とかけ離れた事業は見直し、渋滞が発生してい

る国道の改良や県民の生活に密着した道路の整備などに軸

足を置いた道路行政への転換をはかるべきと考えるがどう

か。

３ 三郷町東信貴ヶ丘２丁目の住宅擁壁崩落問題について 知 事

（１）現在、本格復旧工事の開始に向け、県と三郷町が調整役

となり具体的な工法や用地取得の課題について協議が進め

られているが、工事開始の見通しはたっていない。住民に

多大な負担がかかることのないよう、調整役としての県の

取組が必要と考えるがどうか。

（２）この災害の影響で近鉄生駒線が、本来の「１時間４本」

から「１時間３本」に減便して運行されているが、本格復

旧工事完了後はただちに「１時間４本」の基本運行に戻す

よう、県からも要請すべきと考えるがどうか。

４ 小中学校の普通教室へのエアコン設置について 知 事

全国と比較して小中学校の普通教室へのエアコン設置が

大きく遅れている本県で、独自の補助金制度を創設するな

どし、エアコン設置に向けて県として本気の構えで取り組

む必要があると考えるが、知事の所見を伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３０番） ５ 県立高校再編成を巡る問題について 教 育 長

宮本 次郎

(日本共産党) （１）今年３月に学校名を伏せたまま意見公募（パブリックコ

メント）が実施されたが、その多くが反対意見だった。今

回の実施計画案について、再度、意見公募はしないのか。

（２）奈良高校の耐震化は切実な課題だが、平城高校の跡地に

そっくり奈良高校が入って使用するという手法をとったの

は何故か。

（３）今回の実施計画案では、改編される教育内容を示すた

め、これまで県民が親しんできた校名を奪う内容となって

いるが、校名について関係者の意見を聞いて考え直すべき

ではないか。

（４）これ以上の学校数削減は、子どもたちから進路選択肢を

奪うことになると考えるがどうか。

（５）再編成と合わせた教育内容の改編により「人材を育成す

る」という発想は、教育基本法第１条が定める「教育の目

的」すなわち人格の完成を目指すという公教育の役割から

逸脱するものと考えるがどうか。

（６）今回、拙速なやり方で示された県立高校再編成は見直

し、県民の声によく耳を傾けるべきと考えるがどうか。

６ 国道２５号バイパス「いかるがパークウェイ」の工事に伴 警察本部長

う交通安全対策について

国道２５号バイパス「いかるがパークウェイ」の工事に

伴う斑鳩町中央公民館前交差点の早期供用に向けた協議状

況や交通安全対策について伺いたい。


